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上の図のような一辺の長さが 3 cmの正方形ABCDがあります。
いま, 辺 BCの延長上に, BP=4 cmである点 Pをとりました。さらに, 辺 CDの延長上
に, ∠QPA = ∠BPAとなる点Qをとりました。
このとき, △APQの面積は何 cm2であるかを求めてください。

〔未公開〕
Mr.ダンディ
△ABPは 3:4:5の直角三角形
△ PBAを PAに関して折り返したとき、Bの行き先を B’とすると
△ADQ≡△AB’Q

∠QPA=αとすると
∠ B’AD=90°ーαーα
∴∠QAP=45°
QからADにおろした垂線の足をHとすると
PH:QH:AH=4:3:3

QH=5*(3/7)=15/7

求める面積＝ (1/2)*5:(15/7)=75/14

ベルク・カッツェ
ＱからＡＰに垂線を下ろして交点をＲとして角度を考えていくと、角ＱＡＲが 45度に
なり三角形ＡＲＱが二等辺三角形になりました。
ＡＲ＝ＱＲなのでＡＲ：ＲＰ＝ 3：4、ＡＰ＝ 5よりＰＱ＝ 15/7、よって求める面積は

5×（15/7）÷ 2＝ 75/14。
数樂
QDを xとおいて、角の二等分線の比を利用し、xについての二次方程式を解いて、x＝

3/7

よって　 (3/7＋ 9/4)× 4× 1/2＝ 75/14

完全にすう学ですね・・・

1 数樂　 http://www.mathtext.info/


